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やらないリスクが本当は怖い！ 

システム開発時に必須の 

知的財産に関する確認工程 

 

北摂国際特許事務所 

代表弁理士 福永正也 

で、福永正也って何者？ 

• 元帆船日本丸の設計者 

 

• その後、ＳＥとして大小多数のプロジェクトに
参画 

 

• ホストから、ＷＳ、Windowsまで 

 

• ソフトウエア関連発明のスペシャリスト 
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開発時の発明の種 

• 何に困ったか 

 

• 今までと何を変えたか 

 

• 単なる組み合わせか 

 

• 手作業をシステム化しただけか 

 

 

 

                  

先行文献の調査の必要性 

• まずは特許侵害の可能性調査 

 

• 次に権利化の可能性調査 

 

• 最後に市場調査 
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侵害しているか否か 

• 基本は「請求項」の記載 

 

• 明細書の記載でどこまで限定されているか 

 

• 権利化の前の庁とのやりとりも確認する 

 

   

権利化できるか 

• 基本は「発明の詳細な説明」の記載 

 

• まずは同一記載を探す 

 

• すべての構成要素にはこだわらない。 

 

• 解決課題の確認 
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すでに出回っているか 

• ほとんどの方はこれしかしていない 

 

• ＨＰだけでは不十分 

 

• 営業資料の出回る先（お得意先）を忘れない 

 

 

 

   

J-platpatを使ってみよう 

 

 

 

  

 

 

特許庁「j-platpat 初期メニュー」 
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J-platpatを使ってみよう 

• 宅配便の配車を管理する配車管理システム
を例に挙げてます。 

 

• キーワードだけだと・・・ 

 

• Ｆタームの活用 

 

ネーミングの本質 

• ネーミングは科学→センスではない！ 

 

• 機能と感情との関係 

 

• 既視感と新奇性 
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商標と商品及び役務 

• 名前を何にどう使うのか 

 

• ロゴと名前 

 

・商品及び役務の指定に応じて権利の広狭が  

  

 

 

商標を調査するには？ 

 

   

・商標が類似、商品及び役務が類似なら侵害 

 

・商品及び役務は区分が違っても類似はある！ 

 

・まずは、称呼から探す 
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商標の事前調査 

 

   

・類似群コードを活用する 

 

・存続期間の確認 

 

・忘れがちな「具体的な商取引の実情」 

  流通経路・売り場等の共通性 
 

商標の事前調査 

 

   

 
 

特許庁「j-platpat 初期メニュー」 
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画面デザインが保護される 

・意匠法の改正案が参議院を通過 

 （施行日は未定） 

・重要ポイント 

 画像デザインが保護対象に  

 

   

画面デザインが保護される 

（従来） 

 意匠は「物品」のデザイン 

  →ネットワーク経由で表示される画像は保
護の対象外（端末にインストール必須） 

（改正後） 

 画像デザインは「物品」の枠を取り払う 

  →オンラインゲームであっても画像は保護
対象  
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画面デザインが保護される 

・現在も画面デザインは多数登録 

  →あくまでも単体の装置の画面 

 

・類比判断は 

  →画像部品の大きさと配置 

    類似範囲は通常の意匠よりも狭い！ 

  

 

   

画面デザインが保護される 

・単なる装飾的なデザインは不可 

 

・機器の機能に関連しないようなデザインも不
可 

 

・画像デザインでは、機能との関係が重要 
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画像意匠公報検索支援ツール 

 

 

さいごに 

・法律は完全じゃない！ 

 

・相談するべき専門家を見極める方法 
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ご清聴ありがとうございました！ 


